
16市報かんざき 2011. ８月号17 市報かんざき 2011. ８月号



18市報かんざき 2011. ８月号

小型農機具のリサイクルで
　　　　新規就農者を応援しましょう！

脊振町の下限面積
（別段の面積）が変わります

　納屋や倉庫に眠っていてまだ
まだ使える農機具や、買い替え
るので下取り価格ぐらいなら
譲ってもよいと思われている農
機具を市で取りまとめた後、農
協でデータベース化した上、問
い合わせに応じて新規就農希望
者へ斡旋することにしました。
　市内在住の方で、このような小
型農機具をお持ちの方は、８月31

日（水）までにまでご連絡ください。
《対象農機具》
　小型管理機、カルチ、灌水ポ
ンプ、動力噴霧器、防除機、
収穫台車、収穫用電動車、簡
易肥料散布機等小型の農機具
◎問い合わせ先
　神埼市役所　農林水産課
　☎ 37－ 0106

『神埼警察署協議会』委員を紹介します
　神埼警察署では、地域の方々
からのご意見やご要望などを警
察業務の運営に積極的に反映さ
せるため「神埼警察署協議会」
を設けています。
　委員は、次の５人の方々です。
　（○印は新委員の方々です。）

　古賀義宏さん（神埼市）
○花田かつえさん（神埼市）
○中原和彦さん（神埼市）
　八谷光子さん（吉野ヶ里町）
　坂井博幸さん（吉野ヶ里町）
◎問い合わせ先
　神埼警察署　警務課　☎52－2114

　農地の権利取得にあたっての下限面積
（原則 50アール以上）について、地域の
実情に応じ、農業委員会の判断で引き下
げることができることになりました。
　耕作放棄地の増加や周辺に規模拡大を
希望する農家が極めて少ないことから、
施設野菜等による新規就農の促進や農地
の有効利用、脊振町の農業振興を維持す
るため、７月５日に開催した農業委員会
総会において、脊振町全域についてのみ、
下限面積（別段の面積）を50アールか
ら30アールに引き下げました。
　なお、８月１日から施行されます。　
◎問い合わせ先
　神埼市農業委員会
　事務局
　☎ 37－ 0108
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吉野ヶ里歴史公園　夏のイベント紹介
イベント名 日　時 定　員 参加費 内　　容 入口

染色体験
「エコバックをつく
ろう！」

８月６日（土）・７日（日）
10：00～ 15：00

各日
先着 50人 200円 クチナシやアカネで染色し、絵の具などで絵

を描いてオリジナルのエコバックを作ります。 西口

夏休み特別早朝開園
（西口エリア）

８月13日（土）～15日（月）
６：00～８：30 なし なし ※入園料・駐車料無料（西口のみ）

夏の涼しい時間帯に園内を散策してみませんか。西口

手編み組紐体験
「弥生のストラップ
つくり」

８月13日（土）～15日（月）
10：00～ 15：00

各日
先着 50人 200円 手編みによる組紐を行い、ストラップを作り

ます。 西口

竹工作体験
「水鉄砲・竹とんぼ
つくり」

８月20日（土）・21日 (日 )
10：00～ 15：00

各日
先着 50人
親子

各 200円 竹を使った水鉄砲や竹とんぼを作って芝生広
場で遊びます。 西口

ハンギーにのろう！ ８月27日（土）・28日(日)
10：00～ 15：00

各日
先着 100人
小学生以上

200円 ヒシの実採りに使われるハンギー乗りを体験
できます。 西口

第 13 回吉野ヶ里歴
史公園グラウンド・
ゴルフ大会

９月 21日（水）
10：00～

900人
事前申込
8月 28日
締切

1,000 円
入園料込

弥生の復元建物を背景に特別コースを設置し
ます。 西口

変化朝顔の展示 ８月 15日（月）まで なし なし 日頃見ることのできない朝顔の鑑賞を楽しめます。東口

サイエンス展示 ８月 28日（日）まで なし なし 水・音・光などの不思議を解説し、簡単に体
験できる実験展示を行います。 東口

化石を見つけよう ８月 28日（日）まで
10：00～ 16：30

各日
先着 100人 200円 掘り出された石から出てきた化石を調べてみ

よう。化石は持ち帰ることができます。 東口

◎申込・問い合わせ先　吉野ヶ里公園管理センター　☎ 55－ 9333

と  き ところ テーマ 講　師

８月 18 日（木）

〈受付〉
　９：30～
〈講義〉
　10：00～11：30

神埼市中央公民館
（大ホール） 笑いと健康 ドゥ ･サクセス代表取締役

　藤谷　健

※マイクロバスは脊振総合支所前、千代田総合支所前をいずれも午前９時出発です。ご利用の方は遅れないようにご集合ください。

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

　お待たせしました。お楽しみのバスを連ねての日帰り旅行。今年は昭和の町並みを再現して町おこしに成功し
ている豊後高田の町を散策しましょう。面白おかしく案内をしてくれる現地のボランティアガイドさんと一緒に、
なつかしいおもちゃや駄菓子のお買い物も楽しめます。
　
　日　程 ： 10月 20日（木）　　雨天決行
　行き先 ： 豊後高田“昭和の町”（昔なつかしい校舎で音楽の時間再現）
　　　　　～昼食　里の駅「梅園の里」
　　　　　～杵築城下町　大原邸　
　費　用 ： 6,000円（昼食代、旅行保険を含む）
　対　象 ： 平成23年度いきいき大学生（受講手続きがまだの方は旅行と同時に申し込んでください）
　申込み： ８月１日（月）から受付を開始します。
　　　　　お近くの公民館または開講日の受付で現金を添えて申し込んでください。
　締切り ： ９月１日（木）　それ以後はキャンセル待ちになります。
　　　　　９月末までに、申込者全員に旅行のしおりを郵送します。

　いきいき大学はいつでも入学できます。脊振公民館、神埼市中央公民館、千代田総合支所社会教育課で、教材
費を添えてお申し込みください。講座日の会場受付でも手続きできます。　※教材費：年間1,000円　　
◎問い合わせ先　　神埼市中央公民館（担当：田中）　☎53－2325　　


